
１． はじめに
　２０１３（平成２５）年７月２８日の日本付近は大気の
状態が非常に不安定であったことに加えて，対馬
海流から山陰方面に向かって暖かく湿った空気が

流れ込んだことにより，山口県及び島根県では２８
日の明け方から昼過ぎにかけて一部で記録的な大
雨に見舞われた（下関地方気象台，２０１３a）。その
結果，山口県山口市では最大１時間降水量
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Abstract

 　A heavy rainstorm caused by a stationary front (Baiu front) hit Yamaguchi and 
Shimane Prefectures on July ２８, ２０１３. The damage due to this rainstorm amounted to 
１８９ buildings and １,９８９ inundated structures. In particular, a rainstorm of exceptional 
intensity at over ４５０mm was recorded around Mt Tokusagamine on the border between 
Yamaguchi and Shimane Prefectures. In the Tokusa area of Yamaguchi City, at its 
maximum six-hour precipitation (４:５０-１０:５０), ２６５mm of rain were recorded (the return 
period was equal to ５９７ years), and in the Susa area of Hagi City, the maximum three-
hour precipitation (９:２０-１２:２０) recorded ３０１.５mm (the return period was equal to ９００ 
years). Susa River was flooded due to heavy rainfall, and the damage resulted in one 
fatality. This downpour was beyond the scope of the assumptions in the hazard map 
surrounding the Susa area.
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１４３mm，萩市須佐では同１３８．５mmとなり，局地
的な大雨をもたらした（気象庁，２０１３）。両県では
この大雨によって，河川の氾濫や土砂災害が発生
し，萩市では死者２名，山口県・島根県合わせて
行方不明者は２名，全壊・半壊が１２１棟，床上・床
下浸水は１，９８９棟となった（消防庁，２０１３）。また，
山口市（旧阿東町）と萩市（旧須佐町），島根県鹿
足郡津和野町では記録的な豪雨によって，多くの
洪水被害や住家被害が発生した。これらの被害を
受けて８月２０日に，内閣府より６月８日から８月
９日の間に発生した豪雨及び暴風雨によって発生
した被害が激甚災害に指定された。特に，被害の
大きかった山口市（旧阿東町），萩市に関しては局
地激甚災害に指定された（内閣府，２０１３）。
　ここでは，２０１３年７月２８日に山口県および島根
県で発生した集中豪雨・洪水被害の特徴，特に萩市
須佐における浸水深調査の結果について報告する。

２． 山口・島根県における集中豪雨の特徴
　図１には山口県北部・島根県西部周辺の概要図
（以下，旧阿東町を阿東地区，旧須佐町を須佐地
区，旧田万川町を田万川地区，津和野町を津和野
地区とする）を，図２には山口県萩市に設置され
ている須佐アメダスにおいて，１時間降水量
１３７．５mmを観測した２０１３年７月２８日１２時の地上
天気図および静止気象衛星「ひまわり７号」の赤

外画像（高知大学気象情報頁，２０１３）を示した。
梅雨前線は朝鮮半島に停滞しており，その前線の
南側約２００km付近に大量の水蒸気が流入したこ
とと上空に寒気が存在していたことから，気温差
が大きくなり，大気状態が非常に不安定となった
ため，積乱雲の発達につながった。これにより，
阿東徳佐地区，須佐地区，田万川地区，津和野地
区を中心に，２８日明け方から昼過ぎにかけて大雨

２０６ 

図１　山口県北部・島根県西部の概要図

図２　２０１３年７月２８日１２時の地上天気図（左）および気象衛星「ひまわり」の赤外画像（右）



自然災害科学 J. JSNDS 33- 3（2014）

となった。また，今回の大雨は十種ヶ峰（標高：
９８９m）周辺で発生しており，地形的な影響もあっ
たため，地区ごとによって降水現象に違いが見ら
れた。
　図３には，地理情報システムソフトウェア（以
下，GIS）ArcMap１０．０（ESRI社）を用いて，山口
県北部・島根県西部周辺における７月２８日の日降
水量の分布を示した。なお，降水量のデータとし
ては，気象庁のアメダス雨量観測値，山口県「山
口県土木防災情報システム」，「島根県水防情報」，
国土交通省「水文水質データベース」から欠測値
を除いたものを用いた。十種ヶ峰（防府土木）で
は４７０mmの降水量を観測し，長沢（萩土木）
４２１mm，名賀（津和野土木）４１１mmをはじめ，
津和野（アメダス）３８１mm，千疋（萩土木）
３７８mm，福川（津和野土木）３６０mm，須佐（ア
メダス）３５１mm，徳佐（アメダス）３２４mmなど，
両県の県境に位置する十種ヶ峰を中心に北西- 南
東方向の長さ３５km，幅１５kmの局地的な範囲で
３００mm以上の豪雨となった。また，図４には
Google Earthに７月２８日の日降水量の分布図を重
ね合わせて作成した十種ヶ峰周辺の３D画像を示
した。十種ヶ峰の北西斜面側において４５０mm以
上の降水となっており，北西から流入してきた水
蒸気が斜面にぶつかり，そこで発生した上昇気流
によって積乱雲が発達したために，この周辺で豪
雨が発生した。このことから，今回の豪雨が地形
性による影響も受けていたと考えられる。
　次に，十種ヶ峰を中心とする詳細な雨量推移を
把握するために，図５にはGISを用いて，特に降
水量が多かった２８日４時から１３時までの１時間降
水量の分布図を示した。４時には十種ヶ峰の東側
で４０mm/hを超える激しい雨，５時には積乱雲の
発達とともに強雨域がさらに東の津和野地区・吉
賀町に広がり６０mm/hを超える非常に激しい雨，
中心部では８０mm/hを超える猛烈な雨となってい
る。６時には６０mm/hを超える強雨域が十種ヶ峰
の西側で発達し，阿東地区や名賀川周辺（以下，
名賀地区）で８０mm/hの豪雨となっている。７時
になると，強雨域がさらに西側でも発生し，広い
範囲で４０mm/hを超える雨となっている。８時も

同様に，４０mm/hの雨となってはいるが，十種ヶ
峰周辺の雨は弱まり始めた。しかし，９時には南
東へと移動し６０mm/hを超える強雨域に発達して
いる。そのため十種ヶ峰周辺で６０mm/h，中心部
では８０mm/hを超える猛烈な雨となっている。そ
して１０時になると，強雨域は北側へと移動し，萩
市から阿東地区の広い範囲にかけて６０mm/hを超
え，一部で８０mm/hを超える豪雨となっている。
１１時になると，強雨域はさらに北側へと移動し，
須佐地区では１００mm/hを超える猛烈な雨となり，
その周辺でも８０mm/hを超える雨が降っている。
１２時も同様に，須佐地区を中心に豪雨となってお
り，約２時間の間，１００mm/hを超える雨が降り
続いていることがわかる。１３時になると一部で
４０mm/hを超える雨となっているが，その後，雨
は次第に収束していく。以上のことから，今回発
生した豪雨は，日本海側から湿った空気が継続的
に流入してきたことで，次々に積乱雲が形成・発
達し，これによって山口県北部・島根県西部を中
心に豪雨がもたらされ，須佐地区，阿東地区，津
和野地区周辺で局地的な集中豪雨が発生したこと
が明らかとなった。

３． 山口県における豪雨災害履歴・変遷
　今回，豪雨が発生した徳佐及び須佐における日
降水量順位を表１に示した。なお，今回使用した
データは１９７６年から観測・記録されている気象庁
アメダスの降水観測データに，山口県内の区内観
測所（１９１５年３月～１９７５年）のデータを統合して
構築した山口県雨量データベース（東山ら，２００８）
を用いた。徳佐において，２０１３年７月２８日に観測
された日降水量３２４．０mmは既往最大しており，
第２位の２６３．０mmを６０mmも上回っている。ま
た，少なくとも過去１００年間，３００mmを超える豪
雨は発生しておらず，今回の豪雨が非常に記録的
なものであったことがわかる。須佐においては第
３位となっているが，１９４４年の第１，２位と比べ
ると，降水量にほとんど差異はなく，こちらも非
常に記録的な降水であったことがわかる。また，
日降水量順位の中で徳佐と須佐の両地点で同時期
に発生した豪雨は，今回の豪雨と１９７２年７月１１

２０７
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図４　Google Earth（上段）に７月２８日の日降水量分布図を重ね合わせて作成した３D画像（下段）

図３　２０１３年７月２８日の日降水量（mm）
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日，１９８５年６月２３日の梅雨前線に伴う豪雨の３事
例であり，１９７２年７月１１日の豪雨では山口県全域
で被害が発生し，山陰側では総雨量は５００～
６００mm（１９７２年７月９日～１３日）となり，死者１７
名，床上・床下浸水２５，２０２棟の被害となった。ま
た，１９８５年６月２３日の豪雨では，県北部で被害が

発生し，須佐における総雨量は１，０９３mm（１９８５年
６月２１日～７月１４日）となり，死者４名，床上・
床下浸水２，４４２棟となった。（山本ら，２０１１）
　以上のように，過去１００年間にわたる雨量デー
タを用いた解析から，今回の豪雨で観測された降
水は，徳佐では第１位，須佐では第３位という記

２０９

図５　十種ヶ峰を中心とする７月２８日の４時から９時までの１時間降水量（mm）の分布図（１）
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図５　十種ヶ峰を中心とする７月２８日の１０時から１３時までの１時間降水量（mm）の分布図（２）

表１　徳佐および須佐における過去の日降水量（１９１５年３月～２０１３年１１月現在）の順位

須佐
順位

徳佐
順位 １９１５年３月～日降水量１９１５年３月～日降水量

備考発生日mm備考発生日mm

台風１９４４年９月１６日３５４．８１位※梅雨前線２０１３年７月２８日３２４．０１位
台風１９４４年８月２４日３５３．０２位※台風１９号１９７１年８月５日２６３．０２位※

梅雨前線２０１３年７月２８日３５１．０３位低気圧・梅雨前線１９５１年７月９日２５４．２３位※

キジア台風１９５０年９月１６日３００．０４位※低気圧・梅雨前線１９６３年７月１０日２５３．０４位※

梅雨前線１９６５年７月２２日２８３．０５位※梅雨前線１９７２年７月１１日２５１．０５位※

梅雨前線２０１３年６月１９日２５１．５６位台風１９４３年９月１９日２３８．３６位※

梅雨前線１９７２年７月１１日２３４．０７位※梅雨前線１９８５年６月２３日２３６．０７位
梅雨前線１９８５年６月２３日２１９．０８位低気圧・梅雨前線１９７２年８月２０日２２４．０８位※

梅雨前線１９７２年７月１０日２１０．０９位※台風１４号・前線２００５年９月６日２１９．０９位
梅雨前線１９８３年７月２３日２０６．０１０位梅雨前線１９６５年７月２２日２０５．０１０位※

※山口県雨量データベース（１９１５年３月～１９７５年１２月）より
注：１９５１年以前の台風については，気象庁の統計資料がないため発生番号は記入していない
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録的な豪雨であったことがわかり，今日のハー
ド・ソフト面の整備状況を考慮すると，非常に甚
大な被害であったことがうかがえる。

４． 阿東地区・須佐地区における集中豪雨
の特徴

　山口市阿東地区では，阿武川が氾濫して洪水被
害が相次いだ。また，萩市須佐地区では須佐川が
氾濫し，同様に洪水被害が発生した。図６には，
２０１３年７月２８日の徳佐・須佐アメダスにおける１
時間降水量・１０分間降水量と阿武川（朝早橋水位
局）・須佐川（龍背橋水位局）のハイドログラフを
示した。また，本イベントの再現性を統計的に解
析するために，時間ごとにおける再現確率（リ
ターンピリオド）を併記した。なお，再現確率の
計算は，（独）土木研究所水災害研究グループ水文
チームが公表している「アメダス確率降雨計算プ
ログラム」を用いて行った（（独）土木研究所，

２００２）。
　徳佐では，未明の３時頃から雨が降り始め，５
時頃から本格的な雨となった。その後，７時前に
１０分間降水量が１０mmを超え始め，最大１０分間降
水量が２２．０mm（９：５６），最大１時間降水量につ
いても６６．０mm（１０：００）を記録している（下関
地方気象台，２０１３b）。また，５時頃から１０mm前
後の１０分間降水量が続いたが，これは，いくつも
の降水セルが通過したためと考えられ，このよう
な連続した降水によって６時間降水量は
２６５．０mm（４：５０～１０：５０）となった。水位につ
いては，降り始めは緩やかに上昇していたが，５
時頃から急激に水位が上昇し始め，６時３０分には
氾濫注意水位（２．００m），避難判断水位（２．１０m）を
超えて２．１５mとなった。さらに水位は上昇し続
け，７時５０分に氾濫危険水位（３．４０m）を上回り
３．４９mとなった。最終的に今回の豪雨では最大
水位４．８２m（１０：４０）となり，氾濫危険水位を約

２１１

図６ ２０１３年７月２８日の徳佐・須佐アメダスにおける１時間降水量・１０分間降水量と阿武川（朝早橋水位局）・
須佐川（龍背橋水位局）のハイドログラフ
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１．３０mも上回っていることがわかる。その後，
雨の勢いが弱まり始めたため，水位は下降してい
き，１８時には避難判断水位を下回った。
　ここで特筆すべきことは，河川の増水による急
激な水位の変化である。急激に水位が上昇し始め
た５時頃から１時間３０分程度で氾濫注意水位・避
難判断水位を上回っている。阿東全域の３，０４７世
帯には河川氾濫と土砂災害の恐れがあるとして避
難勧告が出されたが，勧告は出たのは１０時であ
り，避難判断水位を超えてから約３時間も経過し
ていた（山口県防災危機管理課，２０１３）。それに加
え，８時前には氾濫危険水位も超えており，防災
情報が住民へと迅速に伝達されていなかった可能
性が考えられるが，消防本部の署員による呼びか
けがあり，浸水等の住家被害は発生したが，幸い
にも阿東地区では死者や行方不明者の被害はない
（消防庁，２０１３）。
　須佐では，９時過ぎから雨が本格的に降り始め，
１０時過ぎには１０分間降水量が２０mmを超える雨に
なり，最大１０分間降水量が２８．５mm（１０：１５），最
大１時間降水量についても１３８．５mm（１２：０４）と
いう猛烈な雨を記録した。また，短時間で多くの
雨が降り続いたために，３時間降水量は
３０１．５mmとなった。水位についても，９時半か
ら急激に上昇し始め，１０時４０分には氾濫注意水位
（１．７０m），避難判断水位（１．８０m）を超えて２．０８m
となった。水位の上昇は止まらず，１１時２０分には
氾濫危険水位（２．８０m）を上回り３．１１mとなった。
最大水位は３．６８m（１２：２０）となり，その後は水
位が下降していき，１６時頃に避難判断水位を下
回った。
　須佐においても，河川の増水による水位の変化
が特徴的であり，水位が上昇し始めてから約１時
間で氾濫注意水位・避難判断水位を上回っている。
氾濫危険水位においても２時間で達している。避
難勧告については，その約２０分後の１１時に須佐地
区で１４１７世帯に出された。しかし，徳佐と比較す
ると須佐では死者一名，行方不明者一名の被害と
なった。
　以上のことを踏まえ，阿東地区と須佐地区の２
地点ではいくつかの違いが見られた。まずは雨の

降り方であるが，徳佐は須佐と比べて降り始めが
早く，徳佐では３時から，須佐では９時から降り
始めており，強雨域が徳佐から須佐へと移動した
ために降り始めの時間に差異が生じたと考えられ
る。また，降水時間にも大きな違いが見られ，徳
佐は３時から１１時までの約８時間の降水であった
のに対し，須佐では９時から１２時までの約３時間
の短時間の降水であった。そのため，徳佐に比べ
須佐のほうが水位の上昇する時間が早く，須佐川
では急激な水位上昇によって男性一人が流され，
死者を出す事態となってしまった（萩市，２０１３）。
　ここで，再現確率について比較してみると，徳
佐では最大１時間降水量が３４．８年となっており，
今回の豪雨が記録的な降水現象であるということ
はいえないが，須佐では６９５．４年となっている。
また，徳佐では須佐よりも長時間の雨が降ってい
ることから，６時間降水量の再現確率は５９６．７年
となっており，須佐については３時間降水量が
８９９．９年となっている。この結果から，徳佐と須
佐で１時間降水量に大きな違いが見られ，特に須
佐については記録的な降水現象であるといえる。
全体的な総雨量は同程度であり，降水時間の違い
はあるが，両地点における今回の豪雨が非常に記
録的な降水現象であったことが示唆される。

５． 萩市須佐地区における洪水被害の概要
　萩市須佐地区では，須佐川の氾濫によって越流
や，堤防・護岸周辺の洗掘によって一部損壊し，
それに伴って洪水被害等が発生した。特に，須佐
川では数ヶ所で堤防が決壊する事態となり，その
結果，写真１（萩市須佐，２０１３年７月３１日撮影）
に示したように家屋についても浸水や倒壊してい
るところが見られた。そこで，詳細な洪水被害の
状況を把握するために，須佐川周辺の浸水深調査
を行った。図７には須佐川周辺における標高デー
タを，図８には須佐川周辺における洪水ハザード
マップと現地調査により求めた浸水深を示した。
なお，浸水深は「（道路からの敷地あるいは基礎ま
での高さ）＋（家屋等の浸水痕までの高さ）」で示し
た。また，洪水ハザードマップの浸水想定区域は
概ね３０年に１回程度起こる大雨が降ったことに

２１２ 
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写真１ 須佐川左岸の堤防決壊と倒壊被害（須
佐地区，２０１３年７月３１日撮影）

写真２ 医院における洪水被害の状況（須佐地
区，２０１３年７月３１日撮影）

写真５ 萩市立育英小学校における洪水被害の
状況（須佐地区，２０１３年７月３１日撮影）

写真６ 第８分団消防器庫における洪水被害の
状況（須佐地区，２０１３年７月３１日撮影）

写真３ 須佐地下道における洪水被害の状況
（須佐地区，２０１３年７月３１日撮影）

写真４ 須佐歴史民俗資料館における洪水被害
の状況（須佐地区，２０１３年７月３１日撮影）
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図７　須佐川周辺における標高データ

図８　須佐川周辺における洪水ハザードマップと現地調査により求めた浸水深（cm）
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よって須佐川が氾濫した場合に想定される浸水の
状況をシミュレーションして求めたものである
（山口県，２０１３a）。図７より，標高は１０m未満と
なっていることがわかるが，一部標高が低い地域
があり，その周辺では約５mとなっている。しか
し，標高による浸水深の違いは見られず，このこ
とから，今回の洪水被害は地形的な要因よりも堤防
の損壊等による河川水の流入が原因と考えられる。
　図８を見ると，洪水被害が顕著であった地域
は，蛇行した河川の左岸にあるAの地域であり，
写真１からもわかるように堤防の決壊によって河
川水が蛇行せずに，直線上にある住宅地に流入し
てしまったと考えられる。Aの地域における洪水
被害の状況と浸水深を写真２～４に記載した。須
佐地区の医院における洪水被害の状況（萩市須佐，
２０１３年７月３１日撮影）を写真２に示した。医院の
前には多くの土砂が堆積しており，屋内にも土砂
が流入していた。また，約２３０cmの浸水被害と
なっており，結果的に閉院となってしまった。次
に，国道１９１号線沿いの須佐地下道における洪水
被害の状況（萩市須佐，２０１３年７月３１日）を写真
３に示した。地下道内は完全に水没しており，多
くの河川水や土砂が流入したことがうかがえる。
ここでは，約２００cmの浸水被害となった。また，
萩市立須佐歴史民俗資料館における洪水被害の状
況（萩市須佐，２０１３年７月３１日撮影）を写真４に
示した。資料館入口付近の浸水深は１２８cmとなっ
ており，Aの地域の中では低い値となっている
が，これは建設時に地盤をかさ上げしているため
と考えられる。しかし，この西側は歴史的な建造
物があったため，かさ上げができなかったと推測
される。加えて，国道１９１号より雨水が流入した
ために，約２６０cmの浸水被害となった。これは，
Aの地域では堤防の損壊による外水（外水氾濫）
と道路や排水路等から流れ出た内水（内水氾濫）
の影響を受けたために浸水深被害が大きくなった
と考えられる。特に，これらの被害は堤防の決壊
によってもたらされたが，ハザードマップ内の想
定堤防決壊箇所には写真１の位置は記載されてい
なかった。その他にも，須佐川左岸に位置する育
英小学校の洪水被害の状況と浸水深（萩市須佐，

２０１３年７月３１日撮影）を写真５に記載した。ここ
での浸水深は２５０cmとなっているが，小学校内は
幸いにも地盤がかさ上げされていたため，浸水被
害は１００cm前後となっているが，いたるところで
土砂や流木が流入していた。また，小学校に隣接
した須佐保育園においては１４８cmの浸水被害と
なっているが，裏にあるグラウンドはここよりも
地盤が低く，２００cmを超える浸水被害となってい
た。この付近は須佐川に非常に近い場所に位置し
ており，河川からの溢水や内水氾濫による影響が
強いと考えられる。
　今回の豪雨では，洪水ハザードマップの浸水想
定区域に指定されていないBのような地域におい
て一部洪水被害が見られた。この地域では，
８０cm以上の浸水被害となっており，山からの雨
水流入も一因として考えられる。また，写真６に
第８分団消防器庫における洪水被害の状況（萩市
須佐，２０１３年７月３１日撮影）を示した。ここは災
害時において，消防団が活動を行う中心施設とし
て機能すべきところであるが，今回の豪雨によっ
て洪水被害が発生した。浸水深は約６０cmとなり，
消防器等の道具類や施設自体が浸水する結果と
なった。特に，この付近にある避難所においても
一階が洪水被害にあっており，重要施設の設置場
所や，避難路の安全性について今後見直す必要性
がある。Bの地域や避難所における浸水被害につ
いてはここより上流付近で発生した内水氾濫や堤
防の一部損壊による多くの水が流入したためと考
えられる。
　ここで，今回の豪雨とハザードマップの浸水想
定との関係性を評価するために，図９に洪水ハ
ザードマップに記載された浸水想定値と実測値と
の関係図を示した。今回の豪雨では，ほとんどの
地域でハザードマップが指定している浸水想定区
域内において浸水被害が発生している。このこと
から，洪水時の浸水状況を概ね予測できているこ
とがわかる。だが，浸水想定区域内に収まってい
る実測値は全体の半分にも達しておらず，ほとん
どの浸水想定区域において過小評価されていると
いう結果となった。特に１００cm未満の浸水想定区
域での過小評価が顕著となっており，区域によっ
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ては１００cmもの誤差があることがわかる。また，
注目すべき点は浸水想定雨区域に指定されていな
いところで１５０cmを超える浸水深となっている区
域が存在することである。このような事態が発生
した原因として洪水ハザードマップは支流の氾
濫，想定を超える降雨，高潮，内水氾濫等を考慮
しておらず，特に前提となった計画降雨は流域全
体に日降水量２７６．４mm，ピーク時の１時間降水
量が７７．７mm（山口県，２０１３）としており，図６
からも今回の豪雨ではどちらも大幅に上回ってい
ることがわかる。そのため，多くの地域で浸水予
想地域よりも浸水地域範囲が増加し，予想浸水深
においては，過小評価という結果となってしまっ
た。また，洪水ハザードマップ作成時において微
細な起伏地形が考慮されていない等の原因も考え
られる。
　今後は，想定堤防決壊浸箇所の修正や浸水想定

区域設定の前提となる降水量の上方修正，より詳
細な数値標高モデル（DEM）を利用した，起伏地
形等の情報を考慮した洪水ハザードマップの見直
しが課題としてあげられるが，ハザードマップは
あくまで決められた事象内（計画降雨や堤防決壊
の予測位置等の設定範囲）で起こりうる洪水時の
状況を記載したものである。そのため，今回のよ
うな記録的豪雨が発生した場合，大きく誤差が生
じることは必然である。そのため，ハザードマッ
プは避難時等の参考資料として利用するものとい
う意識を持つことが重要である。例えば，自身の
自宅が浸水想定区域内にあると意識している場合
としていない場合では洪水時の避難対応に大きな
差が生じることも考えられる。

６．河川周辺における洪水被害の概要
　須佐地区における被害概要は説明したが，その
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図９　洪水ハザードマップに記載された浸水深予測値と実測値との関係
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他でも洪水被害が発生している。ここでは，阿武
川が流れる阿東地区，田万川が流れる田万川地
区，名賀川が流れる名賀地区の３つに分けて紹介
する。

（１）阿東地区
　前述したが，山口市阿東地区では，阿武川の氾
濫によって洪水被害が発生し，りんご園や家屋へ
の被害，JR線路が流出する等の事態となった。
阿東地区の旧朝早橋における流木による閉塞状況
（山口市阿東，２０１３年７月２９日撮影）を写真７に示
した。河川水によって運ばれた多くの流木や土砂
が橋に引っかかり閉塞している。そのため，河川

水が両脇に分かれ，近隣住家に被害が及んだと考
えられる。また，護岸も削られていることから非
常に多くの河川水が流れ込んだこともわかる。次
に，阿東地区のJR山口線鍋倉第３踏切周辺にお
ける洪水被害の状況（山口市阿東，２０１３年７月２９
日撮影）を写真８に示した。この付近は阿武川の
左岸に位置しており，須佐川でも類似した事象が
見られたが，増水した河川水は蛇行していた河道
を蛇行せずに直線上に流入した。その結果，建物
や道路を飲み込んだために流木や土砂が流れ込
み，道路の陥没被害等が発生した。同様に，写真
９にはJR山口線第６阿武川橋梁における橋梁流
失被害（山口市阿東，２０１３年７月２９日撮影）を示
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写真７ 旧朝早橋における流木による閉塞状況
（山口市阿東，２０１３年７月２９日撮影）

写真８ JR山口線鍋倉第３踏切における洪水被
害の状況（山口市阿東，２０１３年７月２９
日撮影）

写真９ JR山口線第６阿武川橋梁における橋梁
流失被害（山口市阿東，２０１３年７月２９
日撮影）

写真１０ 土砂災害における斜面の崩壊状況（山
口市阿東，２０１３年７月３０日撮影）
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した。線路は大きく曲がっており，橋梁（橋長：
６０．１m）や路盤についても流失していることがわ
かる。この鍋倉周辺の被害については，牛山
（２０１３）にも報告されているので，参照願いたい。
その他にも阿武川では合計３つの橋梁に被害が発
生しており，一部で代行輸送（JR山口線地福駅か
ら津和野駅間）を実施しているが，復旧の時期に
ついては２０１３年の時点ではまだ決まっていない
（山口県，２０１３b）。また，写真１０には阿東地区の
土砂災害における斜面の崩壊状況（山口市阿東，
２０１３年７月３０日撮影）を示したが，土砂災害によ
る被害も相次いで発生しており，主要国道である
国道３１５号の寸断を引き起こしている。このよう
に国道の片側では土砂災害，もう片方では河川の
氾濫が発生したために被害が大きくなり，救援や
援助の遅延が生じたと推測される。

（２）田万川地区
　萩市田万川地区では，田万川やその支流が氾濫
し，家屋損壊や道路の寸断が相次いだ。田万川地
区の旧田万川町立小川中学校における理科室の浸
水被害（萩市上小川，２０１３年８月１０日撮影）を写
真１１に示した。学校裏には田万川の支流が流れて
おり，理科室内には多くの流木が流入しているこ
とがわかる。その他の教室についても同様の被害
が見られた。特に，この河川沿いでは護岸洗掘・
崩壊による被害が多く，非常に多くの河川水が流
れ込んできたことがうかがえる。また，写真１２に
は田万川地区の県道１４号における高岩橋の落橋被
害（萩市中小川，２０１３年７月３１日撮影）を示した。
県道１４号線上にかかる高岩橋は近隣住民に必要不
可欠な生活道路であったが，右岸側の部分が流出
し，道路が寸断される事態となった。なお，災害
から約２０日後の８月２０日には通行が可能となっ
た。さらに下流の田万川沿いにおける電線への塵
跡（萩市下小川，２０１３年７月３１日撮影）を写真１３
に示したが，電線に流木等が引っかかっているこ
とがわかる。このことから浸水被害は電線の高さ
である約６．５mと推定され，非常に多くの河川水
が流入したと考えられる。幸い，この周辺には人
家はほとんどなく，被害にあったのは護岸や水田

等であった。

（３）名賀地区
　津和野町の名賀地区では，名賀川の氾濫による
洪水被害や土砂災害が発生した。名賀地区の名賀
川沿いにおける護岸と水田への被害（津和野町名
賀，２０１３年８月５日撮影）を写真１４に示した。多
くの土砂や流木が流れてきたことがわかり，護岸
の洗掘，それによる水田への被害が見受けられ
る。その他にも家屋への被害もいたるところで見
られた。また，洪水被害だけではなく，土砂災害
による被害も見られた。

２１８ 

写真１１ 旧田万川町立小川中学校における理科
室の浸水被害（萩市上小川，２０１３年８
月１０日撮影）

写真１２ 県道１４号における高岩橋の落橋被害
（萩市中小川，２０１３年７月３１日撮影）
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７． おわりに
　今回の豪雨では，山口県北部・島根県西部にお
いて，十種ヶ峰を中心に局地的な範囲内で日降水
量３００mmを超える非常に記録的な降水がもたら
されたことによって，各地で洪水被害や土砂災害
が発生し，全体で約２，０００棟の家屋で洪水被害等
が発生した。特に，猛烈な雨が生じた萩市須佐地
区では，多くの家屋が洪水被害に遭い，死者が出
る事態となった。須佐川周辺では浸水想定区域が
洪水ハザードマップによって示されていたが，想
定されていた降水量を大幅に上回ってしまったた
め，多くの箇所で浸水想定区域の予測値が過小評
価となる結果となり，指定されていない地域にお

いても浸水被害が発生してしまった。
　特に，須佐地区においては洪水ハザードマップ
の見直しが必要である。また，今回の豪雨を受
け，ハザードマップや防災情報の利活用方法等を
学ぶ防災教育を自治体組織で積極的に行い，防災
意識の向上が必要となるだろう。さらに，災害発
生時の行政における対応についても改める必要が
ある。前述した徳佐における避難勧告の遅れは非
常に問題であり，幸いにも大きな被害につながら
なかったものの，災害情報が正確に伝わっていな
かったことが明らかである。行政内も電話対応等
で混乱していたことは推測できるが，そのような
ことも考慮したうえでの対応や災害対策が必要で
ある。それには，行政と住民がうまく連携し，
様々な状況下における防災訓練やシミュレーショ
ン等を行い，コミュニケーションをとり続けるこ
とが重要である。
　今後は，アンケート調査やヒアリング調査を行
い，住民には災害時の動向や行政からの対応にお
ける意見聴取等，行政に対しては災害発生時の対
応にどのような不備や問題点が発生したか等をま
とめ，それらの情報を講演会やシンポジウムを開
催することで住民・行政それぞれに還元すること
で，災害に対して安全で安心して暮らすことので
きる地域づくりにつながることが期待される。
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